
これ、なあに？（さわる絵本）

ボランティア紹介リレー

i・愛・逢交流会
に参加しませんか？

　一宮市障害者自立支援協議会の就労支援部会では、障害のある人の「働く」を応援する活動を
しています。今回は就労支援部会で、平成30年2月から始まった『i・愛・逢交流会』についてご紹介
します。
　『i・愛・逢交流会』とは、精神・発達障害を抱えながら、働いている人の交流会です。

　仕事の悩みや私生活での楽しみなど、日常の色々なことを交流できる場になっています。月１回
程度の開催を予定しています。興味のある方はぜひ、ご参加ください。

　第１回は、2月24日（土）15：00～17：00
　LITALICOワークス尾張一宮にて行い、
10名の方が参加しました。
　自己紹介をした後は、特に議題等を決め
ず、自由に話をする形で行いました。仕事
の不安、相談相手、疎外感などの共通話題
でいろんな思いを打ち明けていました。会
の終わりには「楽しかった」「自分が悩んで
いることが他の人も同じだと分かって安心
しました」等の話が聞けました。

新開コミュニティーいぶき太鼓とは？
　平成２年から、今の団体名で活動をしています
が、それより前から活動はしていました。元々は盆
踊りで太鼓を打つ盆太鼓を行う団体でしたが、年に１回しか披露の機会がないため、平成５年から
創作太鼓に取り組み始めました。最近はオリジナルの曲も完成し、ますます盛り上がっています。

主な活動は？
　毎週、月曜日と金曜日に三条の練成館で練習をしています。イベントや訪問演奏にも積極的に
取り組んでおり、びさいまつりや三条の秋祭り等、様々なイベントで披露しています。イベントで
は来場者の方に太鼓の体験をしてもらっており、好評です。最近は福祉施設からの依頼も増えて
おり、太鼓を持って訪問しています。

新開コミュニティーいぶき太鼓に参加したきっかけは？
・知り合いの紹介で入会しました。楽しく参加しています。
・子どもが加入し楽しんでいました。それを見てやってみようと思い、参加しました。
・体を動かすことが好きなので参加しました。太鼓は年齢に関係なく続けることができるのでよ
かったです。

活動のやりがい・魅力は？
　福祉施設等で訪問演奏を行うときに、みなさんに喜んで聴いてもらえるとうれしくなります。ま
た、演奏がピッタリ揃ったときの一体感はとても気分が良くなります。そして、太鼓を叩くとストレ
ス発散にもなりますよ♪

市民の皆様へひとこと
　いぶき太鼓では、みんなが楽しめ
ることを大切にしています。演奏を
聴いている方も、演奏をしている私
達自身も楽しい時間を過ごせるよ
う、これからも活動に取り組んでい
きます。太鼓に興味のある方はぜひ
一緒に活動しましょう！小さなお子さ
んでも大丈夫です。

取材を終えて
　練習を見学させていただき、子どもから大人までみなさん楽しんで太鼓を演奏している姿が
印象的でした。中には３歳からいるという子もいて、本当に年齢問わず参加できる活動だと思い
ます。太鼓の心にも身体にも響く音は聴いていて心地よい気分になりますね。

【活 動 日】月曜日（子ども）・金曜日（大人）
　　　　　午後7時～
【活動場所】三条練成館
【会 員 数】33名（平成29年度登録者数）

バージニア・A・イエンセン、ドーカス・W・ハラー/作
きくしまいくえ/訳　偕成社

　この絵本は特殊な印刷が施されていて絵が隆起しています。ザラ
ザラくんが、ポツポツちゃんやシマシマくんと一緒に、かくれんぼが好
きなバラバラくんを探しにいく物語。目をつぶって、隆起印刷された
道を指先でたどりながら、それぞれの登場人物の感触の違いを楽しん
でください。「さわる」ということをじっくり味わうことができます。目が
見えない子も見える子も一緒に喜びを共感できる、豊かな可能性を
秘めた絵本、ぜひ手にとってさわって読んでみてください。

おすすめふくしの本

図書館で借りる
ことができます。

チアフル・
ママ

新開
コミュニティー
いぶき太鼓

第14回
今回は、『チアフル・ママ』からの紹介で、
『新開コミュニティーいぶき太鼓』をご紹介します。

障害者相談支援センターだより

開催日時・場所は『一宮市障害者自立支援協議会』の
ウェブサイトでチェックしてください！

【問合せ】　就業・生活支援センターすろーぷ
　　　　　℡ 85-8619
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